
シリーズ　もっと知ろう 新エネルギー①
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　みなさんは、新エネルギーということばをご存知ですか。
　市では、新エネルギーに関するいろいろな取り組みを行っています。
新エネルギーとはどういうものなのか。そして、その必要性や市の

取り組みについて、4回シリーズで紹介します。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排
出
量
が
石
油
や

石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
に
比
べ
少

な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化

に
貢
献
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と

で
す
。

 

た
と
え
ば
、
風
力
や
太
陽
光
、
バ

イ
オ
マ
ス
な
ど
か
ら
得
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
か
ら
発
電
す
る
な
ど
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
も
の
で

す
。
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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
？

　

な
ぜ
今
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

■
地
球
温
暖
化
問
題
■

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
な
理
由

と
し
て
「
地
球
温
暖
化
問
題
」
が

あ
り
ま
す
。

　

11
月
23
日
、
世
界
気
象
機
関

（
Ｍ
Ｗ
Ｏ
）
は
、
主
要
な
温
室
効

果
ガ
ス
の
08
年
の
世
界
平
均
の
大

気
中
濃
度
が
、
い
ず
れ
も
観
測
史

上
最
高
を
記
録
し
た
と
発
表
し
ま

し
た
。

　

温
室
効
果
ガ
ス※

は
、
地
球
温
暖

化
の
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
人
間
の
都
合
で
長
年
に

わ
た
り
化
石
燃
料
の
使
用
や
自
然

破
壊
を
続
け
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
温
室
効
果
ガ
ス
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
イ
ン
ド
洋
に
あ
る
モ
ル

デ
ィ
ブ
諸
島
や
南
太
平
洋
に
あ
る

ツ
バ
ル
な
ど
の
海
抜
の
低
い
島
々

が
、
海
水
面
の
上
昇
に
よ
り
水
没

の
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
る
の
は
、

環
境
問
題
・エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性

　二酸化炭素、メタン、
フロンなどのガスで、
太陽からの熱を地球に
閉じ込め、地球を暖め
る性質（温室効果）があ
ります。

※「温室効果ガス」※「温室効果ガス」 ●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

　

お
た
ず
ね
は

産
業
誘
致
課

☎
㉑
６
５
４
９

温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
地
球
温
暖

化
が
原
因
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
温
室
効
果
ガ
ス
は

増
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
、
石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
使
う
量

が
増
え
る
こ
と
で
空
気
中
に
出
さ

れ
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の

量
も
増
え
る
か
ら
で
す
。

　

つ
ま
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
自
動
車
や
電
化
製
品
を

使
う
だ
け
で
も
二
酸
化
炭
素
は
排

出
さ
れ
、
洋
服
や
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
製
品
な
ど
様
々
な
物
を
作
る
際

に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
使
い
、

そ
れ
に
よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２
）
が
排
出
さ
れ
る
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
要
因
と
し

て
は
、
開
発
等
に
よ
り
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
吸
収
す
る
働
き

が
あ
る
森
林
が
減
っ
て
き
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
快
適
に
暮
ら
せ
ば
暮

ら
す
ほ
ど
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
球
温
暖
化

が
深
刻
化
し
て
い
く
の
で
す
。

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
■

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
な
理
由

の
２
つ
目
と
し
て
は
、
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
」
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

物
の
多
く
が
石
油
を
は
じ
め
と
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
よ
っ
て
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
石

油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
を
は
じ
め

と
し
た
化
石
燃
料
は
こ
の
ま
ま
使

い
続
け
る
と
、
石
油
は
あ
と
40

年
、
天
然
ガ
ス
は
あ
と
61
年
ほ
ど

で
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
で
使
わ
れ
て
い
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
輸
入

に
頼
っ
て
お
り
、
国
内
で
作
ら
れ

て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
、
原

子
力
発
電
を
除
く
と
わ
ず
か
４
％

ほ
ど
で
す
。
そ
し
て
、
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
構
成
の
約
半
分
を
占
め

て
い
る
石
油
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
た

ち
が
将
来
も
安
定
し
た
生
活
を
お

く
る
た
め
に
は
、
使
用
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
節
約
す
る
と
と
も
に
、

既
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
頼
ら

な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
別
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

国
は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス
を
１
９
９
０
年
比
で

25
％
削
減
す
る
目
標
を
公
約
に
掲

げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
発
・
利
用
は
ま
す
ま
す
加
速

し
て
い
く
と
同
時
に
、
国
民
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

対
す
る
よ
り
一
層
の
理
解
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

出
雲
市
で
は
、
先
進
的
に
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
取
り
組
ん
で
お
り
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
施
設

が
多
く
あ
り
ま
す
。
風
力
発
電
で

は
、
国
内
最
大
級
の
新
出
雲
風
力

発
電
所
や
キ
ラ
ラ
ト
ゥ
ー
リ
マ
キ

風
力
発
電
所
、
太
陽
光
発
電
で

は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
屋
上
に
も

設
置
し
て
い
ま
す
し
、
家
庭
で
も

設
置
さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
廃
棄
物
発
電

を
し
て
い
る
出
雲
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
を
製
造
す
る
プ
ラ

ン
ト
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は

市
内
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の

紹
介
や
、
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

市役所本庁舎屋上にある太陽光パネル

▲国内最大級の発電能力（総出力78,000kw）を誇る新出雲風力発電所
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熱熱

しかし、年々
温室効果ガスは
増えています。
このままだと…

温室効果ガス
二酸化炭素・フロン
メタンなど

このまま増え続けると、熱
が逃げにくくなり地球内
の気温は高くなります。

このままだと、これらのエネルギー資源はいずれも無くなってしまうといわれています

エネルギー資源はあとどれくらいもつの？

…

石油石油石油

あと
約40年分

石炭石炭石炭

あと
約227年分

天然ガス天然ガス天然ガス

あと
約61年分

ウランウランウラン

あと
約64年分

資料：IEA「Energy Balances of OECD Countries  2005-2006」

原子力に関する記述の出所はエネルギー白書(2005,2006年版）

水力34％
エネルギー自給率の折線グラフ

地熱、太陽光等
16％

廃棄物等
32％

石炭0％
石油3％

天然ガス15％
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エネルギー自給率
4%の内訳

自給率の動向

エネルギー自給率
（原子力含む）
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日本のエネルギー総供給構成
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